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【
は
じ
め
に
】 

日
本
の
農
業
で
は
、
I

C

T

（
情
報
通
信
技
術
）
を
活
用
し
て

無
人
ト
ラ
ク
タ
や
ド
ロ
ー
ン
に

よ
る
農
薬
散
布
な
ど
機
械
化
が

進
ん
で
い
ま
す
。
林
業
で
も
い
わ

ゆ
る
「
高
性
能
林
業
機
械
」
と
呼

ば
れ
る
ハ
ー
ベ
ス
タ
等
に
よ
る

伐
採
、
フ
ォ
ワ
ー
ダ
に
よ
る
搬
出
、

プ
ロ
セ
ッ
サ
に
よ
る
造
材
な
ど

機
械
化
が
進
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。 

そ
う
し
た
中
、
造
林
・
保
育
作

業
は
、
地
拵
え
や
植
付
け
、
下
刈

な
ど
依
然
と
し
て
人
力
に
大
き

く
頼
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で

す
。 （

写
真
１
、
２
） 

一
方
で
、
現
在
の
北
海
道
に
お

け
る
林
業
事
業
体
は
、
高
齢
化
や

担
い
手
不
足
な
ど
で
人
材
が
不

足
し
て
い
る
状
況
も
あ
り
ま
す
。

今
後
、
人
工
林
資
源
の
成
熟
に
伴

い
、
主
伐
後
の
再
造
林
や
下
刈
等

の
保
育
作
業
が
増
加
す
る
こ
と

を
踏
ま
え
る
と
、
造
林
・
保
育
作

業
の
効
率
化
は
喫
緊
の
課
題
と

い
え
ま
す
。 

造
林
・
保
育
作
業
の
効
率
化
を

進
め
る
に
際
し
て
は
、 

①
成
長

の
優
れ
た
苗
を
活
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
下
刈
等
の
保
育
作
業
を

少
な
く 

②
造
林
・
保
育
作
業
の

機
械
化
を
進
め
る
と
い
っ
た
、
２

つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ

ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
こ
の
２
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
に
関
す
る
北
海
道
森
林

管
理
局
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。 

【
成
長
に
優
れ
た
苗
木
の
活
用
】 

下
刈
の
回
数
を
減
ら
す
た
め
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
成
長

に
優
れ
た
「
ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
」
、

「
緩
効
性
肥
料
を
施
用
し
た
コ

ン
テ
ナ
苗
」
の
活
用
を
進
め
て
い

ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ラ
ー
チ
に
つ
い
て

は
、
こ
れ
ま
で
植
栽
し
て
き
て
お

り
、
既
に
優
れ
た
成
長
結
果
を
示

す
と
と
も
に
、
下
刈
に
つ
い
て
も

回
数
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
て

い
ま
す
。 

ま
た
、
緩
効
性
肥
料
を
施
用
し

た
コ
ン
テ
ナ
苗
に
つ
い
て
は
、
コ

ン
テ
ナ
苗
の
根
鉢
に
使
用
す
る

培
地
に
７
０
０
日
効
果
が
持
続

す
る
肥
料
を
混
ぜ
る
こ
と
で
、
初

期
成
長
を
促
し
、
下
刈
回
数
を
減

ら
す
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で

す
。
こ
の
取
組
を
、
今
年
度
か
ら

開
始
し
、
来
年
度
以
降
の
効
果
を

期
待
し
て
い
ま
す
。 

（
写
真
３
、
４
） 

写真３：クリーン 
ラーチコンテナ苗

写真１：植付作業 

写真２：下刈作業 

写真４：緩効性肥料を施用したコンテナ苗 2



【
機
械
化
の
推
進
】 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
伐

採
で
使
用
し
て
い
る
大
型
機
械

を
引
き
続
き
造
林
作
業
に
も
使

う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る

た
め
、
「
伐
採
と
造
林
の
一
貫
作

業
シ
ス
テ
ム
」
の
取
組
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

伐
採
し
て
す
ぐ
に
、
グ
ラ
ッ
プ
ル

等
の
伐
採
・
搬
出
用
の
林
業
機
械

を
用
い
て
伐
採
跡
地
の
末
木
枝

条
を
除
去
・
整
理
し
て
地
拵
を
行

い
、
丸
太
搬
出
用
の
フ
ォ
ワ
ー
ダ

等
の
機
械
で
苗
木
を
運
搬
し
た

上
で
植
栽
す
る
と
い
っ
た
効
率

的
な
作
業
の
仕
組
み
が
構
築
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。 

一
方
、
夏
期
の
炎
天
下
や
急
斜

面
と
い
っ
た
厳
し
い
労
働
環
境

で
行
わ
れ
る
こ
と
が
多
い
下
刈

作
業
に
つ
い
て
は
、
数
十
年
前
と

変
わ
ら
ず
刈
払
機
を
用
い
、
人
力

に
頼
っ
て
い
る
の
が
実
状
で
す
。 

こ
の
よ
う
な
実
状
を
踏
ま
え
、

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
「
北

海
道
型
森
林
整
備
機
械
化
作
業

シ
ス
テ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
」
を
設
置
し
、
主
に
下
刈
作
業

の
機
械
化
に
つ
い
て
検
討
し
て

き
ま
し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
の

検
討
の
一
つ
と
し
て
、
昨
年
度
に

は
、
留
萌
南
部
森
林
管
理
署
管
内

の
国
有
林
に
お
い
て
、
大
型
機
械

に
装
着
し
た
ク
ラ
ッ
シ
ャ
（
破
砕

機
）
に
よ
る
機
械
下
刈
の
実
証
事

業
を
実
施
し
ま
し
た
。 

（
写
真
５
～
７
） 

ク
ラ
ッ
シ
ャ
に
よ
る
下
刈
の

仕
上
が
り
は
想
像
以
上
の
出
来

で
、
今
回
初
め
て
ク
ラ
ッ
シ
ャ
を

操
作
し
た
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
も
作

業
開
始
か
ら
３
時
間
程
度
で
操

作
に
慣
れ
、
概
ね
ス
ム
ー
ズ
に
下

刈
作
業
が
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。 

下
刈
の
作
業
功
程
は
実
質
５

時
間
で
０
．
５
ha
で
あ
り
、
慣

れ
な
い
操
作
や
前
日
の
降
雨
に

よ
る
ぬ
か
る
み
な
ど
悪
条
件
の

中
で
の
作
業
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

こ
れ
ま
で
の
刈
払
機
に
よ
る
人

力
作
業
と
比
較
し
て
同
程
度
以

上
の
作
業
効
率
と
な
り
、
軽
労
化

が
図
ら
れ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま

し
た
。 

今
後
に
つ
い
て
は
、
こ
の
作
業

仕
組
み
を
国
有
林
の
各
現
場
に

普
及
さ
せ
る
こ
と
を
目
指
し
、
大

型
機
械
で
の
下
刈
が
実
施
で
き

る
よ
う
、
地
拵
え
及
び
植
付
け
の

仕
様
に
つ
い
て
検
討
を
加
え
た

う
え
で
、
地
拵
・
植
栽
段
階
か
ら

の
本
格
的
な
試
行
に
来
年
度
か

ら
取
り
組
む
考
え
で
す
。 

更
に
、
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、

レ
ー
キ
等
を
用
い
た
サ
サ
等
の

根
系
除
去
に
よ
る
草
本
類
の
発

生
抑
制
・
下
刈
回
数
の
縮
減
や
、

全
面
地
拵
の
積
極
的
な
導
入
に

よ
る
野
鼠
食
害
対
策
に
つ
い
て

も
、
併
せ
て
検
討
し
て
い
く
考
え

で
す
。

【
コ
ン
テ
ナ
苗
の
供
給
量
拡
大
】 

コ
ン
テ
ナ
苗
は
、
裸
苗
と
は
異

な
り
、
根
鉢
が
あ
る
こ
と
で
乾
燥

ス
ト
レ
ス
の
影
響
を
受
け
に
く

い
と
考
え
ら
れ
、
冬
季
や
極
端
に

乾
燥
が
続
く
時
期
を
除
き
、
通
常

の
植
栽
適
期
（
春
や
秋
）
以
外
で

も
高
い
活
着
率
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
が
研
究
成
果
に
よ
り
示
さ

れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
た
め
、
前
述
の
緩
効
性
肥

料
の
活
用
に
よ
る
初
期
成
長
の

確
保
や
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
の

導
入
に
際
し
て
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗

の
活
用
が
必
要
不
可
欠
と
な
り

ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
平

成
29
年
度
よ
り
、
コ
ン
テ
ナ
苗

生
産
者
の
育
成
に
寄
与
す
る
と

と
も
に
、
コ
ン
テ
ナ
苗
を
安
定
的

な
供
給
と
利
用
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
コ
ン
テ
ナ
苗
の
安
定

需
給
協
定
」
を
実
施
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。 

【
お
わ
り
に
】 

森
林
整
備
の
効
率
化
の
実
現

に
は
、
コ
ン
テ
ナ
苗
や
近
年
め
ざ

ま
し
く
進
展
し
て
い
る
林
業
機

械
な
ど
新
た
な
技
術
の
活
用
と
、

１
９
５
０
年
代
か
ら
培
わ
れ
て

き
た
造
林
・
育
林
技
術
を
、
し
っ

か
り
と
振
り
返
っ
た
う
え
で
、
融

合
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
新

た
な
技
術
、
施
業
方
法
、
そ
れ
ら

の
取
組
成
果
な
ど
を
「
見
え
る
化
」

し
地
域
の
皆
さ
ん
と
連
携
し
つ

つ
森
林
整
備
の
効
率
化
の
実
現

に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま

す
。 

写真５：クラッシャ下刈作業中 

写真６：クラッシャ

の破砕刃
写真７：クラッシャ下刈の仕上がり

状況（写真右側が機械下刈）
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○
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
課
題

網
走
南
部
森
林
管
理
署
管
内

の
民
有
林
の
人
工
林
は
多
く
が

本
格
的
な
利
用
期
を
迎
え
て
い

ま
す
。
こ
の
た
め
、
森
林
の
循

環
利
用
を
推
進
し
て
い
く
た
め

に
、
伐
採
か
ら
造
林
ま
で
の
作

業
の
低
コ
ス
ト
化
・
軽
労
化
を

を
課
題
と
し
て
、
平
成
29
年
度

か
ら
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
や
コ

ン
テ
ナ
苗
、
自
走
式
下
刈
機
等

の
現
地
検
討
会
を
国
有
林
を
フ

ィ
ー
ル
ド
と
し
て
行
い
、
民
有

林
へ
の
普
及
を
進
め
て
き
ま
し

た
。今

年
度
は
、
地
元
市
町
村
か

ら
要
望
の
多
か
っ
た
「
市
町
村

等
林
務
担
当
職
員
へ
の
林
業
知

識
の
普
及
」
と
下
刈
作
業
の
軽

労
化
に
向
け
た
「
自
走
式
下
刈

機
の
仕
様
に
応
じ
た
地
拵
え
・

植
付
け
の
仕
様
の
検
討
」
を
テ

ー
マ
と
し
て
取
り
組
み
ま
し
た
。 

○
林
業
に
関
す
る
勉
強
会

市
町
村
等
林
務
担
当
職
員
へ

の
林
業
知
識
普
及
の
取
組
と
し

て
、
勉
強
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

内
容
は
、
林
業
の
基
本
で
あ

る
樹
種
の
見
分
け
方
等
の
基
礎

知
識
や
「
森
林
資
源
の
現
況
と

広
葉
樹
利
用
の
現
状
と
課
題
」

を
テ
ー
マ
と
し
て
署
長
が
講
師

を
務
め
ま
し
た
。 

勉
強
会
は
、
コ
ロ
ナ
禍
で
あ

る
こ
と
に
加
え
、
質
問
や
意
見

が
言
い
や
す
い
雰
囲
気
作
り
な

ど
か
ら
、
少
人
数
で
の
開
催
と

し
ま
し
た
。 

樹
種
の
判
別
方
法
に
つ
い
て
、

現
地
で
樹
皮
の
色
や
特
徴
、
枝

ぶ
り
や
香
り
等
、
葉
の
特
徴
に

に
頼
ら
な
い
判
別
方
法
を
紹
介

し
、
各
樹
種
の
用
途
や
価
値
な

ど
を
解
説
し
ま
し
た
。 

ま
た
、
北
海
道
の
森
林
資
源

の
状
況
、
針
葉
樹
・
広
葉
樹
の

木
材
価
格
の
推
移
や
シ
ラ
カ
ン

バ
、
ハ
ン
ノ
キ
な
ど
の
需
要
の

増
加
、
人
工
林
内
広
葉
樹
の
有

効
活
用
を
検
討
す
る
必
要
性
な

ど
に
つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。 

最
後
の
意
見
交
換
で
は
、「
現

地
実
習
か
ら
座
学
へ
の
流
れ
が

よ
く
、
理
解
し
や
す
か
っ
た
」

等
の
意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

ま
た
、
「
町
で
管
理
し
て
い

る
防
風
保
安
林
に
つ
い
て
、
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な
手
入
れ
を

す
れ
ば
よ
い
か
」
と
い
う
切
実

な
相
談
も
あ
り
、
当
署
で
計
画

し
て
い
る
耕
地
防
風
保
安
林
整

備
の
現
地
検
討
会
を
ご
案
内
し

ま
し
た
。 

○
下
刈
作
業
の
低
コ
ス
ト
化
と

軽
労
化

こ
れ
ま
で
、
機
械
地
拵
え
に

よ
る
下
刈
の
省
略
、
疎
植
や
自

走
式
下
刈
機
な
ど
に
よ
る
低
コ

ス
ト
化
や
軽
労
化
を
推
進
す
る

た
め
に
現
地
検
討
会
を
開
催
し

て
き
ま
し
た
。 

今
年
度
は
、
下
刈
の
機
械
化

の
推
進
を
前
提
と
し
て
、
機
械

の
性
能
を
発
揮
さ
せ
ら
れ
る
地

拵
え
・
植
付
け
の
仕
様
を
検
討

す
る
と
共
に
実
証
の
た
め
の
試

験
地
を
設
定
す
る
取
組
を
進
め

て
い
ま
す
。 

○
今
後
に
向
け
て

「
森
林
・
林
業
の
基
礎
知
識

勉
強
会
」
に
つ
い
て
は
、
北
見

地
区
の
有
志
協
で
も
各
市
町
村

長
か
ら
の
継
続
要
望
も
あ
り
、

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
や
市
町
村
か

ら
の
要
望
を
踏
ま
え
、
内
容
の

充
実
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。 

ま
た
、
今
後
は
管
内
の
森
林

組
合
職
員
等
幅
広
い
関
係
者
と

当
署
の
若
手
職
員
の
意
見
交
換

等
の
実
施
に
よ
り
、
地
域
の
連

携
に
も
役
立
て
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。 

今
後
も
、
各
市
町
村
の
課
題

解
決
に
向
け
て
力
に
な
れ
る
よ

う
取
組
を
推
進
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。 

昨年の現地検討会 

自走式下刈機 

現地で説明をする森林技術指導官 
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や森林の巡視、

【
森
林
事
務
所
の
概
要
】 

浜
益
森
林
事
務
所
は
石
狩
振

興
局
管
内
最
北
部
の
石
狩
市
浜

益
区
（
旧
浜
益
村 

平
成
17
年

10
月
に
石
狩
市
へ
編
入
合
併
）

に
所
在
し
て
い
ま
す
。 

当
森
林
事
務
所
は
石
狩
市
の

森
林
面
積
の
う
ち

47
％
を
占

め
、
暑
寒
別
天
売
焼
尻
国
定
公

園
の
一
部
も
含
め
た
２
３
，
９

６
４
ha
（
東
京
ド
ー
ム
約
５
，

１
０
０
個
分
）
を
管
理
し
て
い

ま
す
。 

【
石
狩
市
浜
益
区
の
紹
介
】 

浜
益
区
は
、
東
は
新
十
津
川

町
、
西
は
日
本
海
、
南
は
石
狩

市
厚
田
区
、
北
は
増
毛
町
に
接

し
て
い
る
人
口
約
１
，
２
５
０

人
の
農
林
水
産
業
が
盛
ん
な
地

区
で
、
札
幌
か
ら
90
分
、
約
77

㎞
離
れ
た
地
域
で
す
。 

そ
ん
な
浜
益
区
の
国
有
林
内

に
は
、
「
新
・
日
本
名
木
１
０

０
選
」
に
も
選
ば
れ
て
い
る
「
千

本
ナ
ラ
」
と
「
黄
金
山
の
イ
チ

イ
」
、
浜
益
富
士
と
呼
ば
れ
年

間
お
よ
そ
１
，
８
０
０
人
が
登

山
に
訪
れ
る
秀
峰
「
黄
金
山
」

や
「
北
海
道
三
大
秘
岬
」
と
呼

ば
れ
る
雄
冬
岬
＆
白
銀
の
滝
、

平
成
30
年
度
に
北
海
道
遺
産

に
選
定
さ
れ
た
「
増
毛
山
道
と

濃
昼
（
ご
き
び
る
）
山
道
」
が

所
在
し
、
静
か
で
風
光
明
媚
な

国
有
林
で
す
。 

【
森
林
事
務
所
の
業
務
】 

浜
益
森
林
事
務
所
部
内
で
は
、

今
後
多
く
の
優
良
な
人
工
林
が

間
伐
期
を
迎
え
ま
す
。
そ
れ
ら

の
林
分
も
含
め
森
林
資
源
を
把

握
す
る
た
め
の
地
林
況
調
査
や

境
界
管
理
、
造
林
請
負
契
約
の

監
督
検
査
業
務
等
を
行
っ
て
お

り
ま
す
。 

ま
た
、
地
域
貢
献
の
一
環
と

し
て
、
市
役
所
防
災
担
当
や
警

察
・
消
防
の
職
員
と
の
合
同
ド

ロ
ー
ン
講
習
会
、
浜
益
中
学
校

行
事
へ
の
協
力
、
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
森
の
啓
発
活
動
で
は
、

こ
が
ね
山
岳
会
と
、
エ
ゾ
シ
カ

狩
猟
の
安
全
啓
発
で
は
浜
益
猟

友
会
と
合
同
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実

施
す
る
な
ど
日
頃
か
ら
連
携
に

務
め
、
地
域
と
の
関
わ
り
を
大

切
に
し
て
い
ま
す
。 

【
最
後
に
】 

森
林
に
は
、
光
合
成
に
よ
り

酸
素
を
放
出
、
二
酸
化
炭
素
の

固
定
化
、
雨
水
を
保
水
し
、
き

れ
い
な
水
に
す
る
機
能
が
あ
り

ま
す
。 

ま
た
、
森
林
か
ら
生
産
さ
れ

る
木
材
は
、
建
築
用
材
や
家
具
、

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
、
バ
イ

オ
マ
ス
発
電
用
の
チ
ッ
プ
材
等
、

多
岐
に
わ
た
り
使
用
さ
れ
ま
す
。 

私
た
ち
が
国
民
の
皆
さ
ん
か

ら
預
か
っ
て
い
る
国
有
林
で
、

そ
の
森
林
の
機
能
等
を
守
り
発

揮
さ
せ
て
ゆ
く
た
め
、
今
後
も
、

地
域
の
皆
様
と
共
に
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

石狩森林管理署 
浜益森林事務所 

首席森林官 中澤 朋良 

黄金山のイチイ（左）と千本ナラ(右)  黄金山（右） 

白銀の滝 

ドローンの講習会 

管轄区域 
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後
志
森
林
管
理
署
に
赴
任
し
て

か
ら
７
ケ
月
が
経
ち
ま
し
た
。
赴
任

当
初
は
、
署
内
か
ら
見
え
る
羊
蹄
山

の
壮
大
さ
に
と
て
も
感
動
し
た
こ

と
を
懐
か
し
く
思
い
ま
す
。 

当
署
管
内
は
、
支
笏
洞
爺
国
立
公

園
や
ニ
セ
コ
・
神
仙
沼
自
然
休
養
林
、

歌
才
の
ブ
ナ
林
な
ど
自
然
豊
か
な

国
有
林
を
活
用
し
た
観
光
や
ス
キ

ー
を
中
心
と
し
た
リ
ゾ
ー
ト
産
業

な
ど
が
盛
ん
で
、
季
節
を
問
わ
ず
た

く
さ
ん
の
人
々
が
訪
れ
、
外
国
の

方
々
も
楽
し
め
る
よ
う
な
魅
力
あ

ふ
れ
る
地
域
で
あ
る
と
感
じ
ま
し

た
。 私

は
、
こ
の
７
ケ
月
で
、
担
当
の

資
源
活
用
と
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
や

ス
キ
ル
向
上
を
目
指
す
署
の
「
ド
ロ

ー
ン
隊
」
と
し
て
の
業
務
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。 

資
源
活
用
で
は
昨
今
の
「
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
」
の
影
響
で
全
国
的

に
木
材
が
売
れ
な
い
と
い
う
大
き

な
課
題
が
あ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
の
収
束

と
共
に
こ
の
課
題
の
解
決
に
向
け

業
務
に
取
り
組
む
毎
日
で
す
。 

さ
て
こ
こ
か
ら
は
、
「
ド
ロ
ー
ン

隊
」
で
の
活
動
に
つ
い
て
ふ
た
つ
紹

介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。 

こ
れ
は
ト
ド
マ
ツ
の
着
果
調
査

の
写
真
で
す
。
樹
木
に
衝
突
す
る
お

そ
れ
の
な
い
と
こ
ろ
ま
で
ド
ロ
ー

ン
を
近
づ
け
撮
影
を
行
い
ま
し
た
。 

目
視
で
も
着
果
し
て
い
る
と
確

認
で
き
る
箇
所
で
は
あ
り
ま
し
た

が
、
白
っ
ぽ
い
物
体
が
ぼ
や
っ
と
見

え
る
程
度
で
し
た
。
こ
の
写
真
か
ら

は
毬
果
の
様
子
が
は
っ
き
り
と
確

認
で
き
ま
す
。 

ま
た
、
ト
ド
マ
ツ
の
毬
果
が
上
向

き
に
着
果
す
る
と
気
づ
く
こ
と
が

で
き
た
の
は
自
分
の
中
で
大
き
な

収
穫
で
し
た
。 

右
の
写
真
は
自
動
航
行
ア
プ
リ

を
活
用
し
て
設
定
区
域
内
で
多
数

の
写
真
を
撮
影
し
、
高
性
能
パ
ソ
コ

ン
を
利
用
し
専
用
ソ
フ
ト
で
一
枚

の
平
面
図
に
し
た
も
の
で
す
。 

 

写
真
で
は
伝
わ
り
に
く
い
の
で

す
が
、
区
域
面
積
が
お
よ
そ
28
ヘ

ク
タ
ー
ル
あ
り
ま
す
。 

例
え
ば
、
異
常
気
象
や
害
虫
発
生

に
よ
る
森
林
被
害
箇
所
の
把
握
、
緊

急
時
の
森
林
調
査
な
ど
大
面
積
や

危
険
を
伴
う
箇
所
を
足
で
歩
き
、
目

視
で
す
べ
て
確
認
す
る
た
め
に
は

膨
大
な
時
間
と
労
力
が
必
要
と
な

り
、
短
時
間
で
済
ま
せ
る
こ
と
は
困

難
を
極
め
ま
す
。 

し
か
し
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
す
れ

ば
、
広
大
な
面
積
で
も
上
空
か
ら
確

認
で
き
、
さ
ら
に
10
分
程
の
時
間

で
す
べ
て
撮
影
出
来
る
の
で
効
率

よ
く
安
全
に
作
業
が
進
め
ら
れ
る

と
い
う
の
が
ド
ロ
ー
ン
の
メ
リ
ッ

ト
だ
と
思
い
ま
す 

昨
年
、
北
海
道
森
林
管
理
局
業
務

調
整
課
に
配
属
さ
れ
、
主
に
ド
ロ
ー

ン
を
活
用
し
た
業
務
に
携
わ
り
、
飛

行
訓
練
だ
け
で
は
な
く
、
よ
り
高
度

な
ド
ロ
ー
ン
に
関
す
る
研
修
に
参

加
し
、
習
得
し
た
知
識
や
技
術
な
ど

を
市
町
村
職
員
等
に
紹
介
す
る
場

が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
様
々
な
機
会

を
設
け
て
い
た
だ
い
た
お
陰
で
知

識
や
技
術
と
と
も
に
自
信
も
身
に

付
い
た
の
で
、
感
謝
の
気
持
ち
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。 

今
後
は
「
ド
ロ
ー
ン
隊
」
の
一
員

と
し
て
経
験
を
積
み
、
自
分
の
得
意

分
野
に
で
き
る
よ
う
技
術
を
磨
き

な
が
ら
、
ド
ロ
ー
ン
の
新
し
い
活
用

方
法
も
見
い
だ
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。 

第１1 話

後志森林管理署 

佐々木 理子

トドマツに近づき上から撮影 

一枚の平面写真を作成 

ヒラフスキー場から見る羊蹄山 
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【日高南部森林管理署】 

11 月 4 日（水）、東川国有林において、日高振

興局森林室、管内市町村林務担当者、日高北部森

林管理署及び当署職員が参加し、低コストで効率

的な造林作業の取組についての意見交換会とドロ

ーンの講習会を開催しました。 

最初に大型機械地拵による造林コストの低減

化、無地拵箇所の紹介と苗木の初期成長促進のた

めの緩効性肥料の有効性について説明しました。

参加者からは、「民有林は小面積伐採が点在してお

り、機械の移送費が掛かり増しとなること」や「造

林経費の削減は必要」など意見がありました。 

午後からは、ドローンの講習会を実施、国有林

でのドローンの活用事例や守るべきルールの説明

後、4 班に分かれ、それぞれドローン飛行を体験

しました。 

【宗谷森林管理署】 

10 月 31 日（土）、宗谷総合振興局森林室主催

による利尻町青少年リーダーの会「若葉」の会員

（町内小学生）を対象とした森林環境教育を開催

し、利尻森林官が企画及び講師を担当しました。 

第一部は森林官により葉っぱを使ったじゃんけ

んや色あわせを行いました。歩道散策では紅葉の

仕組み、雪虫の不思議、カツラの甘い匂い、オオ

ウバユリの種とばしなど、子ども達に森林に親し

んでもらいました。

第二部は利尻町交流促進施設「どんと」で「森

林すごろく」体験を行いました。木の輪切りやど

んぐり等で、すごろくのコマを作成した後、苗木

を育て、木を植え、森林として育てる体験をゲー

ム感覚で楽しく学んでもらいました。

【根釧西部森林管理署】

11 月 26 日（木）、北海道立北の森づくり専門

学院の学生 16 名が、地域見学実習でパイロット

フォレストを見学しました。この実習は、地域の

森林・林業・木材産業について視野を広げること

を目的とし実施しています。長期間にわたり原野

だった国有林を計画的に造成し、約 6,000 ヘクタ

ールの広大な森林として蘇ったパイロットフォレ

ストの望楼で、現地のあらましや主伐の時期を迎

えたカラマツ林について森林の公益的機能を更に

発揮し、多様な樹種で構成される森林にするとと

もに、木材の安定的な供給を目指して 200 年超

長伐期計画を検討していることを説明しました。

学生の皆さんは真剣に聞き入り、その後、意見交

換を行いました。

【上川北部森林管理署】 

11 月 6 日（金）、「遊々の森」協定を締結して

いる名寄市立名寄南小学校の小学 3 年生を対象と

した森林教室を開催し、「どんぐりの苗木づくり」、

「タネ飛ばし」、「森林の働きについての学習」を

行いました。 

「どんぐりの苗木づくり」では、まずどんぐり

を水の中に入れ、中に栄養が詰まっていれば沈み、

空洞ができていると浮いてくることを説明し、ポ

リポットにどんぐりを植えました。

「タネ飛ばし」では、マツ、ラワンなど 4 種類

のタネの模型をつくって飛ばし児童から好評を得

ました。 

「森林の働きについての学習」では、「水を貯え

る」、「自然災害の防止」など森林の機能や、「名寄

市の自然」について説明し、最後に児童から寄せ

られた質問に回答し、森林教室を終了しました。 

効率的な造林作業につ
いての意見交換会とド
ローンの講習会を開催

「各地からの便り」の詳細は 検索 森もりスクエア 

名寄南小学校で今年
度 2 回目の森林教室
を開催 

北の森づくり専門
学院のパイロット
フォレスト見学

利尻町青少年リ-ダ
-の会「若葉」森林・
林業体験学習
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北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
地

域
の
国
有
林
に
お
い
て
森
林
づ

く
り
活
動
や
森
林
の
保
全
・
管
理

な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

功
績
の
あ
っ
た
方
々
に
対
し
て
、

「
感
謝
状
」
を
贈
呈
し
て
お
り
ま

す
。11

月
12
日
（
木
）
、
利
尻
町
役

場
に
お
い
て
「
感
謝
状
」
の
贈
呈

式
が
行
わ
れ
、
北
海
道
森
林
管
理

局
長
か
ら
沓
形
（
く
つ
が
た
）
森

林
愛
護
組
合
連
合
会
長
不
破
豊

氏
及
び
仙
法
志
（
せ
ん
ぽ
う
し
）

森
林
愛
護
組
合
連
合
会
長
酒
井

章
氏
に
木
製
感
謝
状
（
セ
ン
ノ
キ

製
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

感
謝
状
贈
呈
後
に
、
原
田
局
長

か
ら
両
森
林
愛
護
組
合
連
合
会

に
対
し
て
「
山
の
担
い
手
が
少
な

く
な
る
な
か
、
利
尻
町
の
森
林
を

住
民
の
皆
さ
ま
が
長
き
に
わ
た

っ
て
守
り
育
て
て
い
た
だ
い
た

こ
と
に
感
謝
し
ま
す
。
」
と
の
言

葉
が
あ
り
ま
し
た
。

沓
形
及
び
仙
法
志
森
林
愛
護
組

合
連
合
会
は
利
尻
町
に
お
い
て

長
年
に
わ
た
り
分
収
造
林
の
維

持
管
理
、
つ
る
切
や
枝
払
い
等
の

森
林
整
備
、
林
野
火
災
の
警
防
や

入
林
者
へ
の
マ
ナ
ー
啓
発
等
の

自
然
保
護
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。利

尻
町
の
基
幹
産
業
は
水
産

業
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
海
と
森
林

の
結
び
つ
き
は
非
常
に
大
き
く
、

町
民
の
多
く
の
方
々
が
約
70
年

に
わ
た
り
森
林
保
全
活
動
に
携

っ
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
後
の
懇
談
で
は
両
会

長
よ
り
「
漁
業
の
傍
ら
先
輩
た
ち

か
ら
引
き
継
い
だ
豊
か
な
森
を

守
れ
た
こ
と
、
歴
代
の
会
長
に
習

い
今
後
も
引
き
続
き
利
尻
の
豊

か
な
森
を
守
る
た
め
の
活
動
に

努
め
て
い
き
た
い
」
な
ど
謝
意
を

述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

保
野
利
尻
町
長
よ
り
「
感
謝
状

は
大
変
名
誉
な
こ
と
で
あ
り
、
町

と
し
て
も
お
祝
い
と
長
年
の
ご

苦
労
が
報
い
ら
れ
た
事
に
感
謝

申
し
上
げ
る
」
と
の
お
言
葉
を
い

た
だ
き
、
両
会
の
今
ま
で
の
努
力

が
認
め
ら
れ
た
喜
び
を
出
席
者

全
員
で
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

今
月
の
表
紙

千
歳
市
に
あ
る
支
笏
湖
の
周

囲
に
３
つ
の
高
い
山
が
あ
り
ま

す
。北

に
恵
庭
岳
（
標
高
１
３
２
０

メ
ー
ト
ル
）
、
南
に
風
不
死
岳
（
標

高
１
１
０
２
メ
ー
ト
ル
）
と
樽
前

山
（
標
高
１
０
４
１
メ
ー
ト
ル
）

で
す
。

写
真
の
恵
庭
岳
の
エ
ニ
ワ
と

は
ア
イ
ヌ
語
の
エ
エ
ン
イ
ワ
「
エ

（
そ
の
頭
）
、
エ
ン
（
鋭
い
）
、
イ

ワ
（
山
）
」
が
ち
ぢ
ま
っ
た
名
前
で

す
。
山
頂
の
と
が
っ
た
部
分
は
遠

く
か
ら
で
も
見
分
け
ら
れ
ま
す
。

登
り
は
険
し
い
で
す
が
、
眺
望

が
す
ば
ら
し
く
登
山
者
に
は
人

気
が
あ
り
ま
す
。
山
頂
は
、
崩
落

が
進
ん
で
お
り
危
険
な
の
で
登

山
は
８
合
目
付
近
が
終
点
で
す
。

こ
の
写
真
は
、
対
岸
の
風
不
死

岳
か
ら
恵
庭
岳
を
撮
り
ま
し
た
。

広報 「北の森林 国有林」１２月号 

発行 北海道森林管理局 

編集 総務企画部 企画課 

〒064-8537 札幌市中央区宮の森 

3 条 7 丁目 70 番 

ＩＰ電話 050-3160-6300

電  話 011-622-5213

F A X 011-622-5194

も り 

利
尻
町
の
森
林
愛
護
組
合
連
合
会
に
感
謝
状
を
贈
呈

記念撮影 

森林愛護組合連合会や 
関係者の皆様と歓談 

新型コロナウイルスの 

感染リスクが高まる「5 つの場面」について 

以下のページで紹介しています。 

https://corona.go.jp/proposal/ 

引き続きのご協力をお願いします。 

https://www.rinya.maff.go.jp/hokkaido/ 
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